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[要 ノ旨]

本研究では､10週齢めC57BL6雄マウスのブレオマイシン急性肺障害モデルにおいて､六君

子湯投与8.こより生存率の改善､摂餌量や体重の減少抑制､気管支肺胞洗浄液中の炎症性サ

イ トカイン濃度上昇抑制､肺上皮アポ◆トーシスの抑制､肺コラーゲン含有量の増加抑制効

異が認められたO血中グレリン濃度や胃組織中のグレリンmRNA廃言量は六君子湯群で優位

に高値だった..肺組織において､六君子湯群では対照群に比べ核内､細胞質内のNF-FCBタ

yjiク量の増加が抑制され､細胞質内 Ⅰ拝Bαタンパク量の減少が抑制されていた.-方､

10週齢のグレリン欠損マウスやグレリン受容体欠損マウスのブレオマイシン急性肺障害モ

デルでは､六君子湯によ~り生存率の改善､■気管支肺胞洗浄液中の好中球増加抑制､肺コラ

｣ゲン含有量の増加抑制効果が認められたが､摂餌華低下や体重減少の改善効革は認めら

れなか.つたO.これらの結果は六君子参投与によるブレオマイシン急性肺障害の改善効果を

明確に示すとともに､改善効果のメカニズムを明らかにした興味深い研究であり､医学博


